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CONTENTS表紙説明
　町内すべての小中学校（園）で閉校式があり、
島内外から卒業生や校区住民などが駆け付け、母
校との別れを惜しんでいた。
　各会場で、こらえきれずに涙をぬぐう参加者の
姿が、多くみられた。

3
本 町 は「 日 本 で
も っ と も 美 し い
村」連合に加盟し
ています。

会場いっぱいの参加者（坂嶺小、2月26日）

記念碑の除幕（早中、2月27日） 湾小、2月15日

大きな声で園歌斉唱（湾幼、2月2日） 幼・小合同で開催（小野津幼・小、2月16日） いよいよ校旗とお別れ（二中、2月26日）

学び舎よ永遠に
　　　おもいでは永遠に
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新設小・中学校の校歌決定！
　

喜
界
小
学
校
、
早
町
小
学
校
、
喜
界
中
学
校
の
校
歌
が

完
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
校
歌
の
歌
詞
は
、

児
童
・
生
徒
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
様
か
ら
応
募
し
て
い

た
だ
い
た
校
歌
に
入
れ
て
欲
し
い
フ
レ
ー
ズ
も
参
考
に
作

成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
校
歌
も
新
し
い
学
校
の

門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
素
晴
ら
し
い
も
の
に
完
成
し
て
お
り

ま
す
。
小
学
校
の
校
歌
は
、
明
る
く
、
元
気
よ
く
、
さ
わ

や
か
な
曲
調
に
、
中
学
校
の
校
歌
は
、
雄
大
で
、
落
ち
着

い
た
曲
調
に
仕
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。
校
歌
の
楽
譜
、
歌

詞
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
校
歌
は
、
新
設
さ
れ
る
小
・
中
学
校
の
開

校
式
に
お
い
て
披
露
い
た
し
ま
す
。
時
間
の
都
合
が
つ
き

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
開
校
（
園
）
式
期
日
に
つ
い
て

早
町
小
学
校　
　

四
月
六
日　

８
時
45
分

喜
界
小
学
校　
　

四
月
六
日　

９
時
50
分

喜
界
中
学
校　
　

四
月
六
日　

13
時
00
分

の
ぞ
み
幼
稚
園　

四
月
九
日　

９
時
00
分

あ
ゆ
み
幼
稚
園　

四
月
九
日　

10
時
45
分

作
詞
・
作
曲
者
の
紹
介

作
詞
者
　
濵
里 

忠
宜 

先
生

略
歴　

・
元
鹿
児
島
県
教
育
長

　
　
　

・
元
鶴
丸
高
等
学
校
長

作
曲
者
　
藤
尾 

清
信 

先
生

略
歴　

・
鹿
児
島
純
心
女
子
大
学

　
　
　
　

こ
ど
も
学
科
教
授

・
鹿
児
島
県
音
楽
教
育
連
盟
会
長

一　

み
ん
な
み
の　

海
の
か
な
た
に

　
　

雲
湧
き
て　

流
る
る
空
に

　
　

わ
か
き
夢　

溢
れ
て
や
ま
ず

　
　

あ
ゝ
わ
れ
ら　

こ
の
空
の
下

　
　

あ
た
ら
し
き　

旅
路
に
発
た
ん

　
　

と
こ
し
え
の　

喜
界
中
学

二　

さ
ん
ご
礁　

あ
や
な
す
島
は

　
　

文
の
道　

か
か
げ
し
島
は

　
　

わ
か
き
子
の　

母
な
る
大
地

　
　

あ
ゝ
わ
れ
ら　

こ
の
土
を
踏
み

　
　

朝
日
射
す　

旅
路
を
行
か
ん

　
　

と
こ
し
え
の　

喜
界
中
学

三　

降
る
星
の　

き
ら
め
く
国
に

　
　

蝶
の
舞
う　

百
之
台
あ
り

　
　

わ
か
き
子
の　

志
あ
り

　
　

あ
ゝ
わ
れ
ら　

こ
こ
に
集
わ
ん

　
　

か
え
ら
ざ
る　

三
年
の
旅
路

　
　

と
こ
し
え
の　

喜
界
中
学
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作
詞
・
作
曲
者
の
紹
介

作
詞
・
作
曲
者　

　
　
　
　

柴
藤
　
ひ
ろ
子 

先
生

略
歴　

 

・
県
作
曲
家
協
会
所
属

　
　
　

・
作
曲
家
、
癒
し
系
ピ
ア

　
　
　
　

ノ
演
奏
家

　
　
　

・
Ｃ
Ｍ
曲
や
イ
メ
ー
ジ
ソ

　
　
　
　

ン
グ
な
ど
を
作
曲

　
　
　

 

・
鹿
児
島
大
学
大
学
院
卒

作
詞
・
作
曲
者
の
紹
介

作
詞
者
　
柿
内 

康
雄 

先
生

略
歴　

・
元
肝
属
教
育
事
務
所
長

　
　
　

・
元
加
治
木
町
教
育
長

　
　
　

・
元
田
上
小
学
校
長

作
曲
者
　
野
間 

幹
夫 

先
生

略
歴　

・
鹿
児
島
県
合
唱
連
盟
理
事

　
　
　
　

長
、
合
唱
指
導
者

　
　
　

・
元
県
作
曲
協
会
会
長

一　

美
し
い
町
を　

朝
日
が
覆
う

　
　

海
は
光
放
ち　

風
は
さ
や
か
に

　
　

百
之
台
か
ら　

見
渡
す
大
地

　
　

明
る
い
言
葉
に　

寄
り
添
う
心

　
　

希
望
に
守
ら
れ
た　

早
町
小
学
校

二　

気
高
き
誇
り
を　

歴
史
に
学
ぶ

　
　

い
に
し
え
の
血
潮
は　

我
に
流
れ
る

　
　

緑
は
深
く　

坂
元
林

　
　

勤
し
む
時
間
は　

黄
金
の
果
実

　
　

英
知
を
磨
き
ゆ
く　

早
町
小
学
校

三　

た
く
ま
し
き
心　

我
は
育
む

　
　

生
き
る
力
こ
そ
が　

明
日
を
築
か
ん

　
　

天
に
伸
び
ゆ
く　

竜
舌
蘭
は

　
　

我
こ
そ
の　

帆
を
上
げ　

進
み
ゆ
く
船

　
　

勇
志
を
揚
げ
ゆ
く　

早
町
小
学
校

一　

ふ
る
さ
と
の
空　

晴
れ
わ
た
り

　
　

見
守
り
た
ま
う　

人
び
と
の

　
　

笑
顔
を
胸
に　

今
日
も
ま
た

　
　

共
に
学
ぼ
う　

思
い
や
り

　
　

明
る
い
喜
界　

小
学
校

二　

ふ
る
さ
と
の
海　

輝
い
て

　
　

歴
史
築
い
た　

先
人
の

　
　

教
え
を
胸
に　

今
日
も
ま
た

　
　

共
に
学
ぼ
う　

か
し
こ
さ
を

　
　

伸
び
ゆ
く
喜
界　

小
学
校

三　

ふ
る
さ
と
の
風　

吹
き
わ
た
り

　
　

ま
じ
め
に
励
む　

父
母
の

　
　

願
い
を
胸
に　

今
日
も
ま
た

　
　

共
に
学
ぼ
う　

た
く
ま
し
さ

　
　

羽
ば
た
く
喜
界　

小
学
校
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会
で
団
結
し
、
榕
樹
祭
で
は
時
に
衝
突
し
な
が
ら
も
乗
り
越
え
、
友

情
を
深
め
た
。
こ
れ
ら
の
思
い
出
は
一
生
の
宝
物
で
す
。
早
朝
や
夜
、

休
日
も
熱
心
に
指
導
し
、
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
に
巡
り
会
え
て
幸
せ
で
し
た
。
在
校
生
の
み
な
さ
ん
は
、
先
生
方

や
仲
間
に
感
謝
し
な
が
ら
勉
強
や
部
活
に
が
ん
ば
り
、
喜
高
の
伝
統

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
両
親
、
シ
シ
ー
だ
っ
た
私
た
ち
を
こ

こ
ま
で
育
て
る
の
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
過
ご
せ
た

18
年
は
最
高
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
か

恩
返
し
し
ま
す
」
と
感
極
ま
り
な

が
ら
も
、力
強
く
答
辞
を
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
校
歌

を
声
高
ら
か
に
斉
唱
し
て
卒
業
式

を
終
え
た
。

　

県
立
喜
界
高
等
学
校
（
藤
﨑
健
一
郎
校

長
）
の
卒
業
式
が
３
月
１
日
、
同
校
体
育

館
で
あ
っ
た
。
今
年
度
の
卒
業
生
は
、
普

通
科
37
人
、
商
業
科
39
人
の
計
76
人
。

　

国
歌
斉
唱
の
後
、
一
人
ひ
と
り
に
栄
え

あ
る
卒
業
証
書
を
授
与
し
た
藤
﨑
校
長
は

式
辞
で
「
み
な
さ
ん
の
３
年
間
の
努
力
を

称
え
、
晴
れ
の
門
出
に
拍
手
を
送
り
た
い
。

今
、
わ
が
国
に
は
閉
塞
感
が
た
だ
よ
っ
て

い
る
が
、
た
じ
ろ
ぐ
こ
と
は
な
い
。
都
会

に
は
善
人
ば
か
り
で
な
い
が
、
島
で
育
っ

た
み
な
さ
ん
の
魅
力
に
気
付
い
て
く
れ
る

仲
間
が
い
る
。
厳
し
い
社
会
で
磨
か
れ
て
、

い
つ
か
島
の
た
め
に
な
れ
る
よ
う
、
一
人

ひ
と
り
が
輝
き
生
き
て
い
く
こ
と
を
願

う
」
な
ど
と
語
り
か
け
た
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
久
永
健
斗
さ
ん
は

「
島
で
生
ま
れ
、
兄
弟
の
よ
う
に
育
っ
て

き
た
仲
間
と
は
、
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
や
運
動

冨 竜輔さん（商業科、上中）
㈱エム・ディ・エスに就職　
（業種：システム開発、鹿児島市）

繁原 万
ま さ と

里さん（普通科、赤連）
宮崎大学工学部へ進学　

（環境応用化学科）

河田 美
み こ

子さん（普通科、前金久）
久木田看護専門学校へ進学　

（鹿児島市）

  もともとコンピュータに興
味があり、プログラミングの
授業には特に力を入れまし
た。おかげで、プログラミン
グ検定コボル一級に合格で
きました。
　入社後は、一日も早く仕事
になれて、会社に貢献したい
です。

（後輩へのメッセージ）
　プログラミング検定の試験で感じたことは、毎日の
積み重ねが大切だということです。
　色々あっても、時間を見つけて毎日少しでもいいの
で机に向かってください。

　数学が好きで、大
学でも関係する勉強
をしたいと思いまし
た。 学 生 生 活 で は、
勉学だけでなく、サー
クル活動にも参加し
て、積極的に人間関
係を構築したいと思

います。
　将来は、島に帰って、大学で学んだことを生
かせたらと思います。

（後輩へのメッセージ）
　勉強も部活も毎日がんばって、なるべく早く
目標を見つけてください。

　母が看護師をして
いることもあり、幼
い頃から看護師とい
う職業に憧れがあり
ました。
　将来は、リーダー
シ ッ プ を 発 揮 で き、
患者の立場で考える

ことのできるのできる、やさしい「看護師さん」
になりたいです。

（後輩へのメッセージ）
　毎日の授業や自宅での予習・復習をしっかり
してください。

第62回県立喜界高校卒業式

卒業生総数は7,888人となった

答辞を述べた久永君

タビカチイジム・・・

チ
バ
ル
ン
ド
ー‼

汽笛が鳴り 船が離れ 五色のテープが切れても 私たちの「絆」は途切れません
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す
。
先
生
や
友
だ
ち
と
過
ご
し
た
教

室
。
毎
朝
力
い
っ
ぱ
い
走
っ
た
わ
ん
ぱ

く
コ
ー
ス
。
夏
に
は
み
ん
な
で
掃
除
し
、

ぼ
く
た
ち
の
プ
ー
ル
に
な
っ
た
い
ず

み
。
こ
れ
ら
は
か
け
が
え
の
な
い
宝
物

に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
６
４
９

人
の
卒
業
生
が
伝
統
を
つ
く
っ
て
き
た

学
校
が
閉
校
と
な
る
今
、
多
く
の
方
々

が
こ
ん
な
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
歴

史
の
長
さ
を
感
じ
ま
す
。
大
好
き
な
学

校
と
の
別
れ
は
さ
び
し
い
で
す
が
、
心

の
中
に
は
い
つ
ま
で
も
思
い
出
が
残
り

続
け
て
い
き
ま
す
。
１
０
９
年
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
な
ど
と
、
こ

れ
ま
で
の
感
謝
と
こ
れ
か
ら
の
決
意
を

述
べ
た
。

　

式
の
終
了
後
は
、
ひ
き
つ
づ
き
閉
校

を
惜
し
む
会
が
あ
り
、
参
加
者
ら
は
時

間
を
忘
れ
て
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
た
。

え
て
い
た
だ
い
た
歴
代
の
先
輩
方
や
地

域
の
皆
様
、
町
当
局
な
ど
す
べ
て
の

方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
な

ど
と
述
べ
た
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
東
正
人
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
が
「
本
校
は
過
去
に
児
童
数
減
に

よ
り
存
続
の
危
機
に
直
面
し
ま
し
た

が
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
守
り

つ
つ
、
様
々
な
知
恵
を
学
ぼ
う
と
い
う

郷
土
愛
、
母
校
愛
が
あ
っ
て
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に

閉
校
は
残
念
で
す
が
、
在
校
生
の
皆
さ

ん
が
新
し
い
学
校
に
行
っ
て
も
、
滝
川

小
で
学
ん
だ
こ
と
を
遺
憾
な
く
発
揮
す

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
な
ど
と
述
べ

た
。

　

児
童
代
表
の
あ
い
さ
つ
で
東
龍
之
介

君
（
６
年
）
は
「
滝
川
小
学
校
に
は
た

く
さ
ん
の
思
い
出
が
つ
ま
っ
て
い
ま

歴
史
と
伝
統
を
築
き
あ
げ
、
地
域
の
拠

点
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
度
で
最
後
と
な
り
ま
す
が
、

少
人
数
で
も
『
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ 

ひ
と
み
輝
く
滝
川
の
子
』
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
長
い
歴
史
を
締
め
く
く

る
に
値
す
る
教
育
活
動
を
推
進
し
ま
し

た
。
４
月
か
ら
は
再
編
さ
れ
た
喜
界
小

学
校
と
な
り
ま
す
が
、
最
後
の
校
長
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
た
く
ま
し
く
、

生
き
生
き
と
成
長
す
る
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
す
。
長
き
に
わ
た
り
本
校
を
支

　

今
年
度
で
創
立

１
０
９
年
を
迎
え
た
滝

川
小
学
校
（
大
戸
孝
二

校
長
、
児
童
数
６
）
の

閉
校
式
は
２
月
26
日
、

同
校
体
育
館
で
あ
っ

た
。

　

あ
い
さ
つ
で
大
戸
校

長
は
「
本
校
は
明
治
35

年
の
創
立
以
来
、
こ
れ

ま
で
地
域
と
と
も
に
歩

み
続
け
て
輝
か
し
い

　　校庭に咲くカンヒザクラの散り際に・・・・

小学校百有余年、中学校64年の歴史に幕
誇
ら
し
い
滝
川
小
で
学
ん
だ
こ
と
を

　
　
　
　

胸
に
刻
ん
で
歩
ん
で
い
き
ま
す

す
べ
て
の
小
中
学
校(

園)

で
閉
校
式

 

　
　
　
ー
湾
幼
稚
園
は
41
年
ー

 

「
新
し
い
学
校
で
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
。
さ
よ
う
な
ら
！
」

　

今
年
４
月
に
再
編
さ
れ
る
町
内
の
小
中
学
校
（
園
）
の
閉
校

式
は
、
２
月
２
日
の
湾
幼
稚
園
を
皮
切
り
に
３
月
６
日
の
阿
伝

小
学
校
ま
で
、
順
次
開
催
さ
れ
た
。

　

式
で
は
、
晴
永
清
道
教
育
長
が
告
辞
と
し
て
閉
校
に
い
た
っ

た
経
緯
を
説
明
し
、
各
学
校
の
こ
れ
ま
で
の
功
績
や
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
学
校
を
支
え
て
き
た
学
校

関
係
者
や
保
護
者
、
校
区
住
民
へ
感
謝
と
敬
意
を
表
し
、
子
ど

も
た
ち
に
は
「
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
、
新
し
い
学
校

で
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
た
。

　

町
長
式
辞
と
町
議
会
議
長
の
来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、
校
長
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
児
童
生
徒
代
表
の
あ
い
さ
つ
も
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
校
長
が
藤
岡
幸
雄
教
育
委
員
長
に
校
旗
を
返
納
し
、

校
歌
斉
唱
で
式
を
終
え
た
。

滝川小閉校式の様子

校旗入場で閉校式ははじまった

校旗の返納
（第一中、２月13日）

式の前に方言発表
（上小、２月26日）

閉校式の様子
（荒木小・幼、２月８日）
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  過去に国民年金の未納があるかどうか知りたい! 

国民年金保険料の納め忘れがある皆さまへ 

●第３号被保険者とされていた人に新たな年金記録が見つかり、必要な届出がさ 
 れていないために受け取れなかった老齢基礎年金、障害基礎年金などが受給で 
 きるようになる場合があります。 
※ 例えば、第３号被保険者（専業主婦・主夫）であった人が、一時期厚生年金に加入していて、そ 
  の後第３号被保険者に戻ったときに届出をしていなかったことが判明した場合などが該当します。 

平成２４年１０月から３年間に限り 

● 納付可能期間を１０年間に延長します 

● 第３号被保険者が「届出忘れにより受け取れなかった年金」を受給できる場合があります 

■ お近くの「年金事務所」へ、お越しください。       
 
■ お電話による相談は「ねんきんダイヤル」へ 
    0570－05－1165 または 03－6700－1165（050（一部）の電話、070の電話からおかけになる場合） 
     ※受付時間:  月～金曜日 8:30～17:15   月曜日（休日明けの初日）8:30～19:00    第２土曜日 9:30～16:00   

  
「国民年金及び企業年金等による高
齢期における所得の確保を支援する
ための国民年金法等の一部を改正す
る法律」（年金確保支援法）が平成
23年８月10日に公布されました。 

■ 「ねんきんネット」をご利用ください。 
  
「ねんきんネット」の利用方法に関するお問い合わせは、「ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル」へ 

   0570－058－555 または 03－6700－1144 （050（一部）の電話、070の電話からおかけになる場合） 
    ※ 受付時間:  月～金曜日 9:00～20:00   第２土曜日 9:00～17:00 

    詳しい内容が知りたい！ 

●現在、未払いの国民年金保険料を遡って納められるのは過去２年分までです  
 が、平成２４年１０月１日から３年間に限り、過去10年分まで遡って納め 
 られるようになります。       
 （注）老齢基礎年金を受給している方などは対象となりません。 
     
●３年度以上遡って保険料を納付する際は、加算金がかかります。 

  年 金 
  制 度 改正 

 
が
    

されます！    

検索 ねんきんネット 

平成２３年８月１０日より 

毎月の国民年金保険料の納付は、原則として翌月末日までと定められています。納期限までに納めない
場合、障害基礎年金や遺族基礎年金が受給できないことがありますので、滞納のないようお願いします。     
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へ
『
私
達
の
島
を
伝
え
た
い
』
と
い
う

想
い
で
企
画
し
て
い
る
。
今
回
は
閉
校

を
控
え
て
忙
し
い
中
、
関
係
各
位
に
は

多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
変
あ

り
が
た
い
。
新
し
い
学
校
に
な
っ
て
も

ぜ
ひ
ご
協
力
を
」
と
趣
旨
説
明
を
し
、

感
謝
を
述
べ
た
。

  

朝
日
酒
造
賞
に
輝
い
た
川
畑
龍
斗
君

は
「
百
之
台
か
ら
家
並
み
や
海
を
見
て

い
る
時
に
、
将
来
に
つ
い
て
色
々
と
考

え
た
」
と
作
品
が
生
ま
れ
た
情
景
を
説

明
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
同
社
貯
蔵
庫
で
展
示

さ
れ
た
。

　

町
職
員
組
合
青
年
部
（
澄
岡
翔
平
部

長
）
は
２
月
18
日
、
皆
既
日
食
が
あ
っ

た
一
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
シ
マ
あ
る

き
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
・
よ
ん
よ
〜
り
喜
界

　

朝
日
酒
造
株
式
会
社
（
喜
禎
浩
之
社

長
）
は
２
月
25
日
、
第
２
回
朝
日
酒
造

「
私
達
の
島
を
伝
え
た
い
」
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
を
し
た
。

　

前
回
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
づ
い

て
今
回
は
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
町
内

の
小
中
学
校
と
高
校
の
児
童
生
徒
を
対

象
に
、「
自
然
保
護—

自
然
と
共
に
生

き
る
島—

」
を
テ
ー
マ
に
募
集
。
計

７
３
２
点
の
応
募
が
あ
り
、
朝
日
酒
造

賞
（
最
優
秀
賞
）
に
小
学
校
低
学
年
生

と
同
高
学
年
生
、
中
学
生
、
高
校
生
の

部
で
そ
れ
ぞ
れ
１
点
、
優
秀
賞
に
は
同

じ
く
３
点
が
選
ば
れ
た
（
上
記
枠
内
参

照
）。

　

表
彰
式
で
喜
禎
社
長
は
「
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
島
に
住
む
人
や
島
を
離
れ

た
出
身
者
は
も
ち
ろ
ん
世
界
中
の
す
べ

て
の
人
、
そ
し
て
未
来
の
子
ど
も
た
ち

その1

シ
マ
の
話
題

受賞作品はラベルに使用される

表彰式の様子

朝
日
酒
造
「
私
達
の
島
を
伝
え
た
い
」
コ
ン
ク
ー
ル

島
」
を
参
考
に
、
第
１
回
「
喜
界
島
を

知
ろ
う
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
た
。

　

一
行
33
人
は
、
中
央
公
民
館
民
俗
資

料
室
や
神
社
（
高
千
穂
神
社
（
湾
）、

鹿
児
島
神
社
（
城
久
）、
保
食
神
社
（
中

里
）、
金
刀
比
羅
宮
（
湾
））、
朝
日
酒

造
の
工
場
な
ど
を
め
ぐ
り
、
訪
れ
た
先

で
は
解
説
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

澄
岡
部
長
は
「
観
光
地
だ
け
で
な
く

文
化
や
産
業
な
ど
で
新
た
な
島
の
魅
力

を
発
見
し
た
。
も
っ
と
地
元
を
知
る
た

め
に
今
後
も
続
け
た
い
」
と
話
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
「
焼
酎
が
で
き
る
過
程

に
触
れ
た
の
で
、
今
晩
か
ら
味
わ
っ
て

飲
み
た
い
」、「
各
課
ご
と
に
町
民
か
ら

よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
を
、
課
を
越
え
て

全
員
で
共
有
で
き
る
学
習
会
を
し
て
み

て
は
」、「
役
場
職
員
と
し
て
島
の
動
植

物
や
文
化
財
を
も
っ
と
深
く
知
り
た

い
」
な
ど
と
話
し
合
っ
て
い
た
。

「
島
の
こ
と
を
も
っ
と
知
ろ
う
！
」

役
場
若
手
職
員
ら
が
島
め
ぐ
り

第
２
回
の
今
年
は
「
標
語
」
コ
ン
ク
ー
ル

「きかい島 海は青いし魚もいっぱい 黒とうづくりで いいにおい」
　　　　　　　　　　　　　　　小野津小学校３年　櫻井 心

「海にうかぶ さんごの島 アサギマダラの休けい所」
　　　　　　　　　　　　　　　滝川小学校４年　東 愛美

「百之台 町を見下ろし 夢描く」
　　　　　　　　　　　　　　　第一中学校１年　川畑 龍斗

「青い空 青い海 緑の大地 いつまでも残したい 故郷の色」
　　　　　　　　　　　　　　　喜界高校２年　川畑 奈々

朝日酒造賞

鹿児島神社の参道を登る参加者ら

　

詳しくはお電話で・・・６５−３２９９
出前・お持ち帰り 始めました＼ (^_^) ／

（焼鳥・ちゃんぽん）

湾４７１−８

毎度あ
りがとう

ございます

おかげ様で20周年 焼鳥あいちゃん
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「
あ
こ
が
れ
の
島
」　　
　

わ
た
し
は
学
生
の
と
き
、
言
語
学
と
い
う

学
問
を
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

「
音
声
学
」
と
い
う
授
業
に
魅
力
を
感
じ

ま
し
た
。
教
科
書
は
、
服
部
四
郎
と
い
う

言
語
学
者
が
書
い
た
『
音
声
学
』（
岩
波

全
書
）
と
い
う
本
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、

世
界
の
い
ろ
ん
な
言
語
の
例
の
他
に
、
日

本
の
方
言
の
例
も
載
っ
て
お
り
、
喜
界
島

で
は
阿
伝
方
言
の
こ
と
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
よ
く
知
ら
れ
た
パ
ナ（
鼻
）

と
い
う
例
や
、
二
番
目
の
音
が
鼻
に
か

か
っ
て
い
る
イ
い
（
稲
）、
フ
う
イ
（
漕

ぐ
）、
そ
れ
か
ら
ト
ゥ
ミ
（
爪
）、
ク
ン
マ

（
砂
糖
車
）の
例
が
載
っ
て
い
ま
す
。私
は
、

当
時
こ
の
珍
し
い
音
声
と
、
ア
デ
ン
と
い

う
欧
風
に
似
た
不
思
議
な
響
き
に
心
ひ

か
れ
、
遠
い
南
の
島
に
思
い
を
馳
せ
て
お

り
ま
し
た
。
一
昨
年
九
月
、
調
査
団
に
参

加
し
て
、
よ
う
や
く
阿
伝
の
生
の
音
声
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
阿
伝
の
集

会
所
か
ら
見
た
海
と
、
背
後
に
積
ま
れ
た

珊
瑚
の
石
垣
の
風
景
は
、
長
年
の
あ
こ
が

れ
の
心
を
満
た
す
も
の
で
し
た
。

『
音
声
学
』
の
著
者
、
服
部
四
郎
は
、『
日

　

喜
界
島
は
集
落
ご
と
に
ユ
ム
ィ
タ

が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
い

く
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
一
つ
は
、
新
語
の
移
入
が
き
っ

か
け
に
な
っ
て
言
語
変
化
を
お
こ
し

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
昨
年
の

九
月
に
国
立
国
語
研
究
所
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
員
と
し
て
喜
界
島
の

九
つ
の
集
落
を
調
査
し
た
際
に
、
お

も
し
ろ
い
例
を
発
見
し
ま
し
た
。

　
「
卵
」
の
こ
と
を
伝
統
方
言
で
は
フ

ガ
ー
と
言
い
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
江

戸
時
代
に
薩
摩
か
ら
タ
マ
ゴ
と
い
う

新
語
形
が
入
り
、
方
言
的
な
発
音
の

タ
マ
グ
と
発
音
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
喜
界
島
の
湾
で

は
タ
マ
グ
は
普
通
の
言
い
方
と
し
て

使
わ
れ
る
そ
う
で
す
が
、
フ
ガ
ー
は

古
い
世
代
の
人
々
は
使
っ
て
い
た
と

い
う
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
阿
伝
や
上

嘉
鉄
で
は
「
卵
」
は
今
は
タ
マ
グ
と

言
わ
れ
、
フ
ガ
ー
の
発
音
は
忘
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
く
つ
か

の
集
落
で
は
フ
ガ
ー
は
別
の
意
味
を

表
す
よ
う
に
な
っ
て
、
今
も
残
っ
て

喜
界
島
方
言
調
査
団
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

   
喜
界
島
の
方
言
を
残
そ
う
…
⑫

新
田
　
哲
夫
（
金
沢
大
学
教
授
）

喜
界
島
方
言
調
査
団
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

   

喜
界
島
の
方
言
を
残
そ
う
…
⑬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ウ
エ
イ
ン

（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）

本
語
の
系
統
』（
岩
波
文
庫
）
も
著
し
て

お
り
、
そ
の
中
で
も
喜
界
島
の
方
言
が

出
で
き
ま
す
。
そ
の
集
落
と
お
相
手
く

だ
さ
っ
た
方
は
、
小
野
津
（
吉
田
竜
夫

氏
四
一
才
、
台
司
三
代
二
氏
三
十
九
才
）、

阿
伝
（
勝
常
三
氏
六
十
三
才
）、
花
良
治

（
郡
山
元
正
氏
七
十
三
才
）、
浦
原
（
松
村

利
雄
氏
三
十
九
才
）
の
四
地
点
、
五
名
の

方
々
で
す
（
年
齢
は
昭
和
三
十
三
年
当

時
）。
こ
れ
ら
の
方
々
が
言
語
学
の
名
著

に
御
名
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

い
ま
す
。
例
え
ば
、
白
水
で
は
フ
ガ
ー
は

「
卵
」で
は
あ
り
ま
す
が
、鶏
卵
で
は
な
く
、

小
さ
め
の
鳥
の
卵
を
さ
す
そ
う
で
す
。
ま

た
、
中
里
で
は
、
少
な
く
と
も
一
人
の
話

者
は
フ
ガ
ー
は
「
擬
卵
」（
鶏
に
抱
か
せ

る
石
製
の
た
ま
ご
）
の
意
味
で
使
い
、
塩

道
で
は
フ
ガ
ー
は
「
ひ
よ
こ
」
を
さ
す
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

タ
マ
グ
と
い
う
新
し
い
単
語
が
入
っ

て
来
た
た
め
に
、
タ
マ
グ
に
押
さ
れ
て
、

も
と
も
と
卵
の
こ
と
を
さ
し
て
い
た
フ

ガ
ー
は
生
き
延
び
る
た
め
に
、
片
や
「
ひ

よ
こ
」
に
、
片
や
「
擬
卵
」
に
意
味
の
ズ

レ
を
起
こ
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
単
語
の
意
味
は
変
わ
り
、
方
言
差

が
で
き
る
の
で
す
。

方言調査の様子（小野津）

集落によってはフガー？

  

昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に
よ
り
、

今
年
４
月
以
降
、
森
林
の
土
地
の
所

有
者
方
は
市
町
村
長
へ
の
事
後
届
出

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
届
出
対
象
者　

個
人
・
法
人
を
問

わ
ず
、
売
買
や
相
続
等
に
よ
り
森
林

の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
方
は
、

面
積
に
関
わ
ら
ず
届
出
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
国
土
利

用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買
契
約

の
届
出
を
提
出
し
て
い
る
方
は
対
象

外
で
す
。

■
届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
と

な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内
に
、
取
得

し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村
長
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
項　

届
出
書
に
は
、
届
出

書
と
前
所
有
者
の
住
所
氏
名
、
所
有

者
と
な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移
転

の
原
因
、
土
地
の
所
在
場
所
・
面
積

と
と
も
に
、
土
地
の
用
途
等
を
記
載

し
ま
す
。
添
付
書
類
と
し
て
、
登
記

事
項
証
明
書
（
写
し
も
可
）
又
は
土

地
売
買
契
約
書
な
ど
権
利
を
取
得
し

た
こ
と
が
分
か
る
書
類
の
写
し
、
土

地
の
位
置
を
示
す
図
面
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
大
島
支
庁
林
務
水
産
課

林
務
係
（
57—

７
２
８
５
）
ま
で
。

な
お
、
こ
の
内
容
は
、
平
成
23
年
12

月
段
階
の
検
討
内
容
で
す
。

森
林
の
所
有
者
制
度
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！
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教
育
委
員
会
の
と
び
ら

　

学
校
再
編
に
伴
い
、
各
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
閉
校
式
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
永
い
伝
統
と
歴

史
を
閉
じ
る
こ
と
は
、
非
常
に
つ
ら

い
こ
と
で
す
。
閉
校
式
の
校
旗
返
納

の
場
面
で
は
、
多
数
の
地
域
住
民
の

方
々
の
涙
を
流
す
姿
に
あ
ら
た
め

て
、
閉
校
の
重
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。

来
賓
や
学
校
長
、
子
ど
も
た
ち
の
閉

校
に
寄
せ
て
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
も

閉
校
の
さ
び
し
さ
が
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
子
ど
も
た
ち
の
あ
い

さ
つ
に
は
、
自
分
た
ち
の
こ
れ
か
ら

の
未
来
に
明
る
い
希
望
が
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
と
て
も
心
強
い
で
し
た
。

閉
校
の
さ
び
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
母
校

の
伝
統
と
歴
史
を
引
継
ぎ
、
新
し
い

学
校
で
多
く
の
仲
間
と
新
し
い
未
来

を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
て
い
ま
す
。
様
々
な
思
い
が
交

錯
す
る
閉
校
式
で
す
が
、
私
た
ち
教

育
委
員
会
も
子
ど
も
た
ち
の
こ
う
し

た
思
い
を
少
し
で
も
成
就
で
き
る
よ

う
に
誠
心
誠
意
、
努
力
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
る
こ

と
で
し
た
。

　

ま
た
、
各
学
校
に
は
、
閉
校
記
念

碑
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
表
面

に
は
校
歌
が
、
裏
面
に
は
校
舎
の
影

　
閉
校
式
粛
々
と
・
・
・

絵
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

と
て
も
美
し
い

仕
上
が
り
に

な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ

来
校
さ
れ
た
際

は
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

 

開
校（
園
）式
日
程
に
つ
い
て

　

き
か
い
１
０
０
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

主
催
の
第
３
回
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
ス

ポ
ー
ツ
＆
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
）

が
１
月
15
日
（
日
）
９
時
か
ら
、
町

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
ク
ラ
ブ
会
員
・

非
会
員
な
ど
２
０
０
名
程
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
の
内
容
は
、
ポ
ッ
プ
ダ

ン
ス
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
ス

ト
レ
ッ
チ
＆
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
、
初
の
試
み
と
し
て
、
軽
快

な
ポ
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
合
わ
せ

て
ダ
ン
ス
す
る
ポ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を
中

山
マ
リ
ア
リ
ン
さ
ん
（
は
ま
ゆ
り
学

園
勤
務
）
に
講
師
と
し
て
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

途
中
、
喜
界
高
校
バ
レ
ー
部
の
生

徒
や
、
ク
ラ
ブ
指
導
者
の
方
々
を
壇

上
に
上
げ
、
講
師
と
一
緒
に
ダ
ン
ス

を
披
露
す
る
場
面
が
あ
り
、
普
段
行

わ
な
い
ダ
ン
ス
の
動
き
に
み
な
四
苦

八
苦
し
、
会
場
か
ら
笑
い
の
起
こ
る

場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
喜
界
町
体
育
指
導
委
員
に

よ
る
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
老
若
男

女
全
て
の
年
齢
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
競
技
で
す
。　

　

種
目
は
、
立
て
た
２
本
の
棒
を
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
リ
レ
ー
し
て
い
く

き
か
い
１
０
０
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
主
催
ス
ポ
ー
ツ
＆
健
康

づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
開
催

「
ド
ン
パ
ー
」、
フ
リ
ス
ビ
ー
で
的
を

当
て
る
「
Ｒ
Ｄ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
羽
根
の
よ
う
な
形
の

も
の
を
手
で
打
つ
「
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
」

の
３
種
類
で
し
た
。

　

続
い
て
、
前
回
ク
ラ
ブ
指
導
者
研

修
会
で
好
評
だ
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
＆

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
メ
デ
ィ
カ
ル
ト
レ
ー

ナ
ー
の
資
格
を
持
つ
吉
行
聡
さ
ん

（
老
人
ホ
ー
ム
喜
界
園
勤
務
）
に
行
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
運
動
前
に
行
う

効
果
的
な
ス
ト
レ
ッ
チ
方
法
や
、
運

動
後
に
筋
肉
痛
を
和
ら
げ
る
為
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を

行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
に
お
楽
し
み
抽
選

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
ポ
ッ
プ
ダ
ン
ス
は

色
々
な
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
の
が

お
も
し
ろ
い
」
や
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
で
子
ど
も
達
と
交
流
が
で
き
た
」、

「
ス
ト
レ
ッ
チ
は
分
か
り
や
す
く
て

よ
か
っ
た
。
家
の
人
に
マ
ッ
サ
ー
ジ

し
て
あ
げ
た
い
」
な
ど
み
ん
な
楽
し

ん
で
参
加
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

   

　

開
校
式
の
期
日
が
き
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

早
町
小
学
校　

４
月
６
日
8
時
45
分

喜
界
小
学
校　

４
月
６
日
9
時
50
分

喜
界
中
学
校　

４
月
６
日
13
時
00
分

の
ぞ
み
幼
稚
園
４
月
９
日
9
時
00
分

あ
ゆ
み
幼
稚
園
４
月
９
日
10
時
45
分

　【
式
次
第
】

　
　

開
式
の
こ
と
ば

　
　

国
歌
斉
唱

　
　

教
育
委
員
会
告
示
（
教
育
長
）

　
　

喜
界
町
長
式
辞

　
　

祝
辞
（
町
議
会
議
長
）

　
　

謝
辞
（
学
校
長
）

　
　

児
童
・
生
徒
代
表
あ
い
さ
つ

　
　

学
校
旗
の
伝
達

　
　

学
校
旗
・
校
章
旗
披
露

　
　

校
歌
披
露

　
　

閉
式
の
こ
と
ば

スポーツ振興くじ助成事業

校
旗
返
納

（
坂
嶺
小
）

吉行　聡さんによる
「ストレッチ＆マッサージ」

中山マリアリンさんによる
「ポップダンス」

フリスビーで的を当てる
「RD チャレンジ」



す
こ
や
か

ニ
ュ
ー
ス

　

毎
年
３
月
１
日
〜
３
月
８
日
は
、
女

性
の
健
康
週
間
で
す
。

　

女
性
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
減
っ
て

く
る
更
年
期
以
降
か
ら
の
健
康
管
理
が

と
て
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

更
年
期
症
状
や
更
年
期
障
害
、
が
ん
、

高
血
圧
な
ど
、
病
気
に
か
か
る
リ
ス
ク

が
ぐ
ん
と
増
え
ま
す
。

　

健
康
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た

め
に
、
普
段
か
ら
ご
自
分
の
体
を
知
り

病
気
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

　

春
先
は
、
人
事
異
動
や
進
学
・
就
職

な
ど
の
環
境
の
変
化
や
決
算
な
ど
で
ス

ト
レ
ス
が
大
き
く
な
り
や
す
い
時
期
で

す
。
自
分
自
身
の
ま
た
、
周
囲
の
人
の

心
の
健
康
に
も
眼
を
む
け
ま
し
ょ
う
。

鹿
児
島
県
支
部
・
喜
界
地
区
会

が
発
足
し
ま
し
た　

　

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会
を
続
け
て

３
年
目
に
入
っ
た
本
町
は
昨
年
12
月
10

日
、
県
支
部
で
始
め
て
の
地
区
会
を
結

成
し
ま
し
た
。

　

会
の
名
称
は
「
よ
〜
り
　
よ
〜
り
」

（
ゆ
っ
く
り　

ゆ
っ
く
り
）
で
す
。
日
々

の
介
護
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
悩
ん
で

い
る
こ
と
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
誰
か

に
聞
い
て
欲
し
い
こ
と
な
ど
・
・
・
思

い
っ
き
り
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。

会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
二
土
曜
日
の13:30

〜15:30

ま
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ル
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

★
連
絡
先　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　

電
話　

65
‐
０
８
８
７
（
上
栗
）

う
つ
病
で
も
っ
と
も
自
覚
し
や
す
い
症

状
は
不
眠
で
す
。

身
近
な
人
の
様
子
が
い
つ
も
と
違
う
と

き
は
「
ど
う
し
た
の
？
つ
ら
そ
う
だ
け

ど
・
・
・
」「
最
近
、
眠
れ
て
る
？
」

な
ど
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。　

ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
項
目
に
該

当
し
、
症
状
が
長
引
く
場
合
は
、
医
療

機
関
を
受
診
し
た
り
、
相
談
を
し
た
り

ま
し
ょ
う
。　

　
　

女
性
の
健
康
週
間
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市來崎  剛士くん 狩俣  晴紀くん 新田  　涼くん 森　  陽仁くん三幸  小桜ちゃん

3歳児健診でむし歯ゼロだったよ！

こ
こ
ろ
の
健
康

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

「
体
と
心
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

□
寝
付
く
の
に
60
分
以
上
か
か
る

□
毎
晩
目
覚
め
、
そ
の
後
20
分
以
上

寝
付
け
な
い

□
普
段
よ
り
１
時
間
以
上
早
く
目
が

覚
め
、
そ
の
後
、
寝
付
け
な
い
。

□
昼
寝
を
含
め
12
時
間
以
上
眠
っ
て

し
ま
う

□
物
が
食
べ
ら
れ
ず
、
強
く
勧
め
ら

れ
た
時
だ
け
食
べ
る

□
常
に
物
が
食
べ
た
い
と
感
じ
抑
制

が
効
か
な
い

□
体
重
が
２
週
間
で
２
キ
ロ
以
上
増

減
し
た

□
日
常
の
活
動
（
仕
事
、
家
事
等
）

が
で
き
な
い

□
興
味
が
あ
っ
た
活
動
に
関
心
が
な

く
な
っ
た
。

□
一
日
中
、
悲
し
い
と
感
じ
る
。

□
動
作
が
遅
く
な
っ
た
り
、
努
力
し

な
い
と
話
が
で
き
な
い
。

□
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
。

□
集
中
力
が
低
下
し
、
日
常
の
さ
さ

い
な
決
断
が
で
き
な
い
。

□
常
に
自
分
の
欠
点
を
考
え
て
い

る
。

□
自
殺
を
計
画
し
た
り
死
の
う
と
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
。

♪特定健診やがん検診を受けましょう！

　日ごろから、自分の健康状態について知って 
　おくことは、とても大切なことです。
♪規則正しい生活を心がけましょう！

　バランス良く食べ、適度に体を動かし、ゆっ 
　くり休養もとりましょう。
♪心身の健康が大切です！

病気の予防のために、
健康な毎日を過ごすために

こ
こ
ろ
の
相
談

・
名
瀬
保
健
所
・
地
域
保
健
福
祉
課

　

57
‐
７
２
４
３

・
鹿
児
島
い
の
ち
の
電
話

　

０
９
９
‐
２
５
０
‐
７
０
０
０

・
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　

65
‐
３
５
２
２
（
こ
こ
ろ
の
相

談
・
子
育
て
・
介
護
相
談
な
ど
）

消
費
生
活
相
談
（
多
重
債
務
等
）

役
場
住
民
課　

65
‐
１
１
１
１

大
島
消
費
生
活
相
談
所

　

52
‐
０
９
９
９

島
内
で
受
け
ら
れ
る
専
門
医
療
機

関
（
月
1
回
専
門
医
が
来
島
）

・
奄
美
病
院
精
神
科
（
場
所
：
喜
界

国
保
診
療
所
）

問
い
合
わ
せ
先
：
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

・
喜
界
徳
洲
会
病
院
・
心
療
内
科

予
約
等
が
必
要
で
す
の
で
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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自動車リサイクルとは？

●離島対策支援事業 > 

　離島では廃車された車は、適正な処理を行える施設のないため、本土へ海上輸送しなければならず、高

額な輸送費の負担が自動車リサイクルの処理に支障をきたしていました。

  自動車リサイクル促進センターでは、離島市町村が行う廃車時の海上輸送を円滑にするため、海上輸送

費に対し資金協力を行っており、海上輸送費一台当たり 7,350 円の内、5,880 円（80％）が助成額にな

ります。

  廃車時には、経費明細書にてご確認ください。

ご存じでしたか？
   　 廃車時には、海上輸送費が助成され、安くなっています。

１. 目的
　奄美群島出身者の子弟で、高専、短大、大学および大学院に在学し、成績優秀、心身健全でありながら、経済
的な理由により就学困難な者に、就学に必要な資金を貸し付け、有用な人材を育成するための制度です。
２. 貸与金および期間                                                                                   

３. 貸与金の返済義務
　卒業後６か月を経過した後、１０年以内の期間に、毎月均等額以上を返還（無利息）
４. 必要書類
　「貸費生願書」（自筆のもので、家族の所得などが分かる書類を添付すること）
　「奨学生推薦調書／成績証明書」（卒業した学校の学校長が作成したもの）
　「戸籍謄本／住民票」（発行３か月以内のものを各１通）
　「写真１枚」（３か月以内の撮影で、タテ４ｃｍ、ヨコ３ｃｍ以内のものを
　　　　　　　貸費請願書の生年月日欄右側に貼り付ける）
５. 選考方法　申込願書４月末日締切、書類選考の上、５月中に決定する。
６. 選考人員　若干名
７. 推薦に必要な書類交付　財団法人奄美奨学会事務局で交付するものとする。
８. 問合先（奄美奨学会事務局）
　　　　　　　　　　〒１０１−００４１
　　　　　　　　　　東京都千代田区神田須田町２丁目 23 番地　SS ビル２階（宗村法律事務所内）
　　　　　　　　　　電話　０３−５２９８−８２８１　　FAX　０３−５２９８−８２８２
      　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財団法人　奄美奨学会　理 事 長　大江　修造
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当理事　宗村　森信

学　　　校 月　　　額 期　　　間

高専、短大・大学 ３０，０００円 正規の修学期間

大 　 　 学 　 　 院 ３５，０００円 正規の修学期間

奄美出身者のための奨学金制度です！（無利息）
—奄美奨学会貸費生出願要項—

【お問い合わせ】役場住民課 (65-1111・内線 30)　
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町税などの口座振替後の領収証書の発行廃止について

その2

シ
マ
の
話
題

あ
で
ん
小
”メ
ェ
ー
ぶ
つ
“テ
ィ
ー
ダ
と
コ
テ
ィ
ー
ダ

  

　
　
　

お
わ
か
れ
会
「
バ
イ
バ
イ
　
げ
ん
き
で
ね
　
」

　
さ
い
ご
、
お
じ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
ク
ル

マ
で
お
う
ち
に
か
え
る
テ
ィ
ー
ダ
と
コ

テ
ィ
ー
ダ
は
、
み
ん
な
の
か
お
を
み
て
、

さ
び
し
そ
う
に
「
メ
ェ
ー
」
っ
て
な
い

て
た
よ
。

　

昨
年
11
月
に
町
内
で
全
国
同
窓
会
を

し
た
喜
界
30
会
（
吉
本
泰
雄
会
長
）
は

こ
の
ほ
ど
、
老
人
ホ
ー
ム
喜
界
園
（
金

井
勝
芳
園
長
）
へ
車
い
す
２
台
を
寄
贈

し
た
。

　

吉
本
会
長
は
「
昨
年
は
お
陰
様
で
約

１
４
０
人
を
集
め
て
盛
大
に
同
窓
会
が

で
き
た
。
感
謝
も
含
め
て
『
何
か
の
お

返
し
を
』
と
皆
で
相
談
し
、
車
い
す
を

寄
贈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
話
す
。

　

金
井
園
長
は
「
限
ら
れ
た
予
算
で
運

営
し
て
い
る
の
で
大
変
あ
り
が
た
い
。

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
感
謝

し
て
い
る
。

おてがみ、たべられちゃった

喜
界
30
会
が
喜
界
園
に
車
イ
ス

を
寄
贈
「
お
役
に
た
て
れ
ば
」

　
ぼ
く
た
ち
わ
た
し
た
ち
の
あ
で
ん
小

学
校
（
田
畠
悦
子
校
長
、児
童
数
９
）
で
、

４
年
ま
え
か
ら
学
校
で
か
っ
て
い
た
メ

ス
の
ヤ
ギ
の
テ
ィ
ー
ダ
と
コ
テ
ィ
ー
ダ

の
お
わ
か
れ
会
を
し
た
よ
（
１
月
26

日
）。

　
お
わ
か
れ
会
で
、
テ
ィ
ー
ダ
と
コ

テ
ィ
ー
ダ
に
、
さ
と
う
き
び
で
作
っ
た

か
み
に
か
い
た
「
い
ま
ま
で
あ
り
が
と

う
」
の
て
が
み
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
、

『
や
ぎ
さ
ん
ゆ
う
び
ん
』
の
か
し
を
か

え
て
、
み
ん
な
で
お
わ
か
れ
の
歌
を
う

た
っ
た
よ
。
あ
と
ね
、
テ
ィ
ー
ダ
と
コ

テ
ィ
ー
ダ
を
か
し
て
く
れ
た
お
じ
ち
ゃ

ん
た
ち
に
も
、
か
ん
し
ゃ
じ
ょ
う
を
わ

た
し
た
よ
（
佐
藤
寿
一
さ
ん
、
米
盛
弘

幸
さ
ん
）。
お
じ
ち
ゃ
ん
た
ち
か
ら
ヤ

ギ
を
そ
だ
て
た
ご
ほ
う
び
に
、
お
か
し

を
い
っ
ぱ
い
も
ら
っ
ち
ゃ
っ
た
。

　
か
ず
が
た
い
せ
い
兄
ち
ゃ
ん
（
春
日

泰
彗
、
５
年
）
が
「
今
ま
で
一
し
ょ
に

思
い
出
を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
ま
た
会
お
う
ね
」
と
お
わ
か
れ
の

あ
い
さ
つ
を
し
て
、
み
ん
な
で
し
ゃ
し

ん
を
と
っ
た
よ
。

　
あ
で
ん
小
の
み
ん
な
は
、
テ
ィ
ー
ダ

と
コ
テ
ィ
ー
ダ
の
こ
と
を
、
ず
っ
と
わ

す
れ
ま
せ
ん
！

！

！！

ばいばい！またあそぼうね！！

　これまで、町税などを口座振替により納付していただいている方に送付していました「領収証書」
は、経費削減、省資源化の推進により平成 24 年度から廃止させていただきます。平成 24 年４月以
降の口座振替分につきましては、預貯金通帳への記帳にてご確認くださいますよう、ご理解とご協
力をお願いいたします。

※なお引き続き、領収証書が必要な方は担当課までご連絡いただければ、今まで通り送付させていただきます。

※  お問い合わせ先：電話６５−１１１１
「領収証書」を廃止する町税等 担  　当  　課

町 県 民 税（ 普 通 徴 収 分 ） 税　 務　 課 内 線 43

固 定 資 産 税 税　 務　 課 内 線 41

国 民 健 康 保 険 税 税　 務　 課 内 線 43

介 護 保 険 料 保 健 福 祉 課 内 線 38

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 保 健 福 祉 課 内 線 39
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喜
界
歌
壇

荒　

木
・
菊
地　

元
治
・
81
才

浦　

原
・
平　

ス
ヱ
子
・
75
才

小
野
津
・
島
崎　

チ
ヨ
・
91
才

赤　

連
・
政
岡
吉
之
助
・
92
才

中　

熊
・
永　
　

浩
典
・
53
才

　

湾　

・
髙
橋　

こ
う
・
91
才

中　

熊
・
永
井　

好
子
・
87
才

　

湾　

・
宮
近　

清
子
・
83
才

小
野
津
・
中
山　

キ
ク
・
92
才

　

湾　

・
三
島　
　

力
・
80
才

赤　

連
・
上
田　

忠
三
・
94
才

坂　

嶺
・
開　

貞
一
郎
・
97
才

大
朝
戸
・
篤
美　

テ
イ
・
88
才

志
戸
桶
・
竹
下　

國
則
・
71
才

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

鹿
児
島　

西
島　

哲
也

　
　
　
　
（
島
中
出
身
）

志
戸
桶　

久
山　

雲
勢

赤　

連　

前
岡　

泰
友

伊　

砂　

峰
山
　
洋
一

赤　

連　

河
井　

元
一

鹿
児
島　

永　
　

マ
ツ

　
　
　
　
（
先
内
出
身
）

小
野
津　

島
崎　

久
代

荒　

木　

菊
地　

博
文

早　

町　

文
園　

茂
志

　

湾　
　

三
島　

和
子

小
野
津　

中
山　

元
義

■
寄
付
金

幸
陽
苑
（
筑
紫　

英
毅
）

3 8
年
生　

う
っ
た
つ
会

　
（
一
中
・
二
中
・
早
中
校
区
）

社
協
だ
よ
り

喜界町の推計人口
（平成 24 年２月１日現在）

世帯数・・・3,598 戸（      12）

人　口・・・7,997 人（  △ 16）

　男　・・・3,862 人（  △   3）

　女　・・・4,135 人（  △ 13）

　　　（　　）は前月比

今
月
の

ウ
ヤ
フ
ジ
訓
⑲

解　

説

 　

外
見
ば
か
り
よ
く
て
も
一
銭

の
得
に
も
な
ら
な
い
。
人
間
は
中

身
が
大
事
で
あ
る
、
と
い
う
ム
ヌ

イ
ッ
キ
（
教
え
）
で
あ
る
。

　

ヨ
ー
ス
ォ
ー
ネ
ン
テ
ィ
ム
（
容

貌
が
よ
く
な
く
て
も
）、
笑
顔
や

正
直
さ
、
言
葉
遣
い
、
そ
し
て
、

一
所
懸
命
さ
が
あ
れ
ば
い
い
。

ヨ
ー
ス　

ジ
ェ
ー

　

  

（
顔
か
た
ち
で
は
）

ム
ノ
ー　

カ
マ
ラ
ン

　

  

（
飯
は
食
え
な
い
）

『
税
で
創
る
、あ
か
る
い
未
来
』

４
月
２
日
は
、

　

国
民
健
康
保
険
税
６
期
分

　
　
　
　

の
納
付
期
限
で
す
。

　
　

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〈
ミ
ー
ニ
シ
会
〉

庭
の
土
湿
り
て
寒
の
去
り
ゆ
け
ば

慶
良
間
つ
つ
じ
の
緋
の
色
は
冴
ゆ

嶺
倉　

祝
子

海
原
に
春
の
日
差
し
は
満
ち
み
ち
て

礁
に
さ
ざ
れ
る
波
の
ハ
ミ
ン
グ林　

　

蓮
香

庭
先
に
椿
の
咲
く
を
待
ち
お
れ
ば

一
輪
紅
く
濃
緑
葉
に
浮
く

有
村　

道
子

我
が
庭
の
剪
定
終
え
し
老
い
松
の

痛
み
癒
や
す
が
に
細
き
雨
降
る平

尾　

チ
ヨ

古
き
世
よ
り
村
に
伝
わ
る
田
芋
作
り

冷
ゆ
る
水
田
に
植
付
励
む

弥
島　

幸
子

〈
萌
葉
会
〉

過
疎
の
村
閉
校
な
る
や
わ
が
母
校

静
か
に
ま
み
る
悲
し
み
の
感
情豊

島　
　

瞳

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
い
し
写
す
我
が
孫
は

一
年
生
の
気
分
満
開

平
島　

初
子

い
く
り

み
ど
り

う
む

立
春
の
鏡
の
池
に
白
鷺
は

羽
を
や
す
め
て
絆
深
め
る

井
澤
紀
美
子

少
子
化
の
歴
史
刻
み
て
幕
閉
じ
る

母
校
の
灯
り
永
遠
に
光
り
て前

田
喜
代
美

街
路
樹
の
枯
れ
た
枝
に
も
春
を
待
つ

芽
ぶ
き
の
季
の
い
と
お
し
く
も
あ
り

豊
島　

文
子

あ
れ
程
に
泣
き
し
揚
句
の
麻
痺
の
身
か

成
せ
ば
な
る
で
九
十
の
椅
子
ぐ
ら
し

美
代　

イ
シ

独
身
の
日
捲
千
切
る
せ
つ
な
さ
を

理
性
で
い
た
わ
る
八
十
路
の
半安

田　

初
枝

と
わ

と
き

ひ
と
り
み

ひ
め
く
り

な
か
ば

※
先
月
号
の
当
欄
に
氏
名
の
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
【
誤
】
及
川
翔
太

　
【
正
】
及
川
翔
大

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

戸
籍
の
窓

こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

元
山　

詩し

え瑛
・
和
嗣
・
川
嶺

高
田　

一い
っ
さ佐
・
健
太
郎
・
志
戸
桶

竹
下　

優ゆ

あ杏
・
鳴
人
・
志
戸
桶

盛
澤　

さ
く
・
健
太
・
湾

竹
山　

思し
ぐ
さ草
・   

勉   

・
湾

氏
　
　
名

保
護
者

住
所

氏
　
　
名

住
　
所

年
齢

い
つ
ま
で
も

　
　
　
　
お
幸
せ
に

（（（（

氏
　
　
　
名

住
　
所

利　

村　
　
　

誠　

・　

湾

織　

田　

貴　

子
・　

湾

山　

口　

兼　

司
・
城　

久

登　
　
　

友
未
子
・　

湾

里　

村　

和　

之
・
佐
手
久

卓　

間　

優　

子
・
羽　

里

遠　

藤　

浩　

文
・
赤　

連

外　

内　

飛　

鳥
・
志
戸
桶
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島
に

咲
く

花

Flowers that bloom on KikaiIsland 

スモモ（李、酢桃）

ゲンゲ（紫雲英）

　中国原産でバラ科サクラ属の落葉小高木。
名の由来は、果実は桃に似て酸味があるた
め。「スモモもモモもモモのうち」というが、
厳密にはサクラ属の中ではモモ（桃）から
は遠く、ウメ（梅）やアンズ（杏）に近い。
意外にも果肉が薄いアーモンド（扁桃）が、
果実が肉厚なモモに近いという。もちろん
アーモンドもサクラ属である。
　果実の色は、品種によって赤紫、黄、桃、
紅色など多様であるが、花の色は白。
　「梅は咲いたか 桜はまだかいな〜」の江
戸端歌ではないが、喜界島ではカンヒザク
ラに遅れ、モモよりは少し早く花ざかりを

迎えるようだ。
　花言葉は「忠誠」「疑惑」「甘
い生活」など。

vol.

45

2月−3月

6月にはたわわに実る

　

推
計
人
口
が
８
千
人
を
割
り
込
ん

だ
。
少
子
高
齢
化
で
国
全
体
が
人
口
減

少
時
代
に
突
入
し
た
現
在
、
都
市
部

で
す
ら
こ
の
問
題
の
特
効
薬
は
見
つ

か
っ
て
な
い
。
▼
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、

『
失
わ
れ
た
20
年
』
の
出
口
は
見
え
ず
、

現
状
に
そ
ぐ
わ
ぬ
円
高
で
「
技
術
立

国
日
本
」
の
工
場
は
海
外
移
転
が
進

む
。
さ
ら
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
業
の
み
な

ら
ず
、経
済
活
動
や
生
損
保
（
か
ん
ぽ
、

共
済
）、
医
療
福
祉
制
度
な
ど
、
多
方

面
で
国
の
あ
り
方
を
変
え
そ
う
だ
。

こ
れ
ら
の
状
況
下
で
は
、
予
算
の
９

割
を
国
や
県
に
頼
る
島
の
振
興
策
は
、

ま
す
ま
す
展
望
を
描
き
に
く
く
な
る
。

▼
一
方
、
わ
が
国
は
明
治
維
新
や
数
々

の
天
災
、
敗
戦
と
い
っ
た
今
以
上
の

困
難
を
克
服
し
、
わ
が
島
の
先
輩
た

ち
も
戦
争
で
焦
土
と
化
し
た
郷
土
の

復
興
を
果
た
し
た
。
▼
表
紙
に
あ
る

よ
う
に
、
各
小
中
学
校
で
閉
校
式
が

あ
っ
た
。
歌
わ
れ
た
ど
の
校
歌
も
「
重

き
使
命
に
生
を
受
く
」、「
理
想
の
島

を
打
ち
立
て
ん
」
な
ど
、
未
来
へ
の

『
希
望
』
と
『
決
意
』
に
あ
ふ
れ
て
い

る
。
▼
「
こ
れ
か
ら
の
困
難
な
ど
取

る
に
足
ら
な
い
。
が
ん
ば
れ
」。
形
式

的
に
は
消
え
る
校
歌
は
今
後
も
、
わ

た
し
た
ち
の
応
援
歌
だ
。
▼
子
ど
も

た
ち
や
校
区
の
方
々
と
と
も
に
聞
き
、

歌
い
な
が
ら
、「
崇
高
さ
す
ら
帯
び
た

エ
ー
ル
を
か
み
し
め
、
み
ず
か
ら
の

糧
と
し
よ
う
」
と
、
こ
れ
か
ら
も
島

に
住
み
つ
づ
け
る
自
分
な
り
に
受
け

と
め
た
、
閉
校
式
で
あ
っ
た
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
植
村
）

編
集
後
記

　中国原産でマメ科ゲンゲ属の越年草（冬型一年草）。
ゲンゲという和名より、レンゲ（蓮華、蓮花）やレン
ゲソウの呼び名が一般的である。ゲンゲの由来は不明
だが、蓮（ハス）の花に似ることからレンゲと呼ばれる。
　以前は水田の緑肥として使われ、田園を彩る景色は、
春の風物詩であった。今では、より効率的な他の緑肥
や化学肥料にとって代わられたが、都市部でも野生化
している。ハチミツの原料で知られ、養蜂業者にとっ
ては重要な蜜源植物である。喜界島でも緑肥や景観植
物、雑草除けとして植えられる。
　古今東西の神話や寓話に登場するなど、人間との関
わりは深い。わが国では、江戸時代に「手に取るな や
はり野に置け 蓮華草」と詠まれ（人や物は本来あるべ
き場所にあってこそ価値がある）、明治の唱歌『春の
小川』では「にほひめでたく 色うつくしく」と歌われる。

　「日暮れまで 土手にすわり レンゲを編んだ」と松任
谷由実が歌ってから、もう 30 年の時が流れた。この
詩のように昭和の頃までは、首飾りにしたシロツメグ
サ、オハジキや
オテダマにした
植物の実や貝が
らと同じく、女
の子にとっては
遊 び 道 具 で も
あった。
　花言葉は「あ
な た は 幸 福 で
す」「心が和ら
ぐ」「私の幸福」。
　

アーモンドの花（資料写真）
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母
校
訪
問滝

川
小
学
校

　

本
校
は
明
治
35
年
、

湾
小
学
校
滝
川
分
教
場

と
し
て
設
置
さ
れ
、
昭

和
22
年
に
滝
川
小
学
校

と
し
て
独
立
し
、
現
在

に
い
た
る
。
今
年
度
で

創
立
１
０
９
年
と
な
る
。

　

昭
和
44
年
ま
で
三
桁

だ
っ
た
児
童
数
は
、
平

成
11
年
に
は
少
子
化
や

児
童
転
出
に
と
も
な
い
、

前
年
の
10
人
か
ら
３
人

へ
と
急
減
し
た
。
学
校

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
た

が
、
翌
年
に
は
小
規
模

校
入
学
（
転
学
）
特
別

認
可
制
度
の
導
入
に
よ

り
校
区
外
か
ら
の
転
入
が
あ
り
、
13
人
に

回
復
し
た
。
以
後
、
児
童
数
は
20
人
を
超

え
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今
年
度
は
12
年

ぶ
り
に
一
桁
と
な
っ
て
い
る
（
※
表
「
児

童
数
等
の
推
移
」
を
参
照
）。

　

学
習
指
導
に
お
い
て
は
、
毎
週
火
曜
日

と
木
曜
日
の
放
課
後
は
「
学
力
タ
イ
ム
」

に
し
て
、
担
任
教
諭
だ
け
で
な
く
、
校
長
・

教
頭
も
担
当
。
小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
、
一
人
ひ
と
り
の
基
礎
学
力
の
定

着
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、「
表
現
力

の
育
成
」
に
も
重
点
を
置
き
、
自
分
の
意

見
を
堂
々
と
（
原
稿
な
し
で
）
発
表
で
き

る
よ
う
に
、
授
業
を
通
し
て
力
を
高
め
る

工
夫
を
し
て
い
る
。
そ
の
成
果
を
学
習
発

表
会
や
高
齢
者
学
級
な
ど
の
場
で
発
揮
し
、

一
人
ひ
と
り
が
自
信
を
持
て
る
指
導
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

　

学
校
は
緑
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
春
と

秋
に
は
千
キ
ロ
以
上
も
旅
を
す
る
チ
ョ

ウ
、ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
周
囲
を
飛
び
交
っ

て
い
る
。
チ
ョ
ウ
の
羽
に
名
前
や
捕
獲

場
所
な
ど
を
記
入
す
る
「
マ
ー
キ
ン
グ
」

も
授
業
の
一
環
で
行
っ
て
お
り
、
同
じ

く
マ
ー
キ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
る
石

川
県
宝
達
志
水
町
の
宝
達
小
学
校
と
交

流
し
て
い
る
。

  

２
年
生
１
人
、
４
年
生
３
人
、
６
年
生

２
人
、
計
６
人
の
児
童
ら
は
、
学
年
の

へ
だ
て
な
く
み
ん
な
仲
良
く
、
休
日
も

校
庭
を
公
園
代
わ
り
に
し
て
遊
ん
で
い

る
。

　

ま
た
、
小
規
模
校
ら
し
く
地
域
に
根

ざ
し
た
学
校
運
営
を
し
て
い
る
。
教
職

員
や
そ
の
家
族
も
参
加
す
る
地
域
の
行

事
は
学
校
行
事
で
あ
り
、
保
護
者
や
校

区
内
外
の
老
若
男
女
が
参
加
す
る
学
校

行
事
は
地
域
の
行
事
で
も
あ
る
。

旧校舎（昭和39年に２教室を増築）

アサギマダラ・マーキング活動の様子

校長：大戸　孝二（第21代）、児童数６人・学級数２・教職員６人

お
も
い
で
は
永
遠
に
⑫

年度 生徒数 学級数
昭和22 135 4
　　30 99 3
　　40 116 6
　　45 92 6
　　50 47 4
　　55 26 3
　　60 13 3
平成元 20 4
　　5 21 3
　　11 3 3
　　13 21 3
　　20 16 3

生徒数等の推移

学
校
概
要

 

　
校
　
歌

　
　
　
　

 

作
詞　

屋
井　

常
三

　
　

 　
　

作
曲　

田
畑　

正
隆

一　

み
ど
り
さ
や
か
な 

川
尾
台

　
　

あ
お
い
若
い
芽 

強
い
子
が

　
　

み
ん
な
仲
良
く
手
を
組
ん
で

　
　

花
咲
く
明
日
へ
伸
び
よ
う
よ

　
　

あ
あ 

明
る
い 

滝
川
小
学
校

 

二　

門
辺
の
泉 

た
ゆ
み
な
く

　
　

か
お
る
歴
史
を
受
け
つ
い
で

　
　

み
が
き
鍛
え
る 

身
と
心

　
　

清
く
根
強
く 

励
も
う
よ

　
　

あ
あ 

楽
し
い 

滝
川
小
学
校

     三　

花
か
げ
木
か
げ 

校
庭
に

　
　

学
び
の
友
は 

相
む
つ
び

　
　

双
葉
の
命 

健
や
か
に

　
　

は
ば
た
く
希
望 

歌
お
う
よ

　
　

あ
あ 

輝
く 

滝
川
小
学
校

〈
校
　
訓
〉

か
し
こ
く

な
か
よ
く

た
く
ま
し
く

明
日
に
は
ば
た
く

滝
川
小
の
子
ど
も

高齢者ふれ合い参観で昔のオモチャづくり

町勢要覧・学校要覧より


